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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成30年６月29日に提出いたしました第６期（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）有価証券報告書の

記載事項の一部に記載漏れがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであ

ります。

　

２ 【訂正事項】

　第一部　企業情報

　　第２　事業の状況

　　　３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（訂正前）

当連結会計年度における当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フロー（以下、「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。

(1) 財政状態の状況

（省略）

(2) 経営成績の状況

（省略）

(3) キャッシュ・フローの状況

（省略）

(4) 生産、受注及び販売の状況

 ① 生産実績、仕入実績及び受注実績

（省略）

 ② 販売実績

（省略）

(5) 重要な会計方針及び見積り

（省略）

 
（訂正後）

（１）経営成績等の状況の概要

当連結会計年度における当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フロー（以下、「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。

① 財政状態の状況

（省略）

② 経営成績の状況

（省略）

③ キャッシュ・フローの状況

（省略）

④ 生産、受注及び販売の状況

a. 生産実績、仕入実績及び受注実績

（省略）

b. 販売実績

（省略）

（２）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容
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経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は、次のとおりでありま

す。なお、文中の将来の関する事項は、当連結会計年度末日現在において、当社グループが判断したものでありま

す。

① 重要な会計方針及び見積り

（省略）

② 当連結会計年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

経営成績の分析

当連結会計年度における我が国経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和策等により企業業績の回復や雇用環

境の改善等を背景に回復基調が続いております。しかしながら、今後の景気動向については、海外経済の不確実性の

高まり等により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境において、当社グループにおきましては、ストック型報酬のビッグデータ関連事業及びビッグデー

タ関連技術を活用したサービス企画開発事業を軸に、新規顧客開拓及び既存顧客へのアップセルならびに新規サービ

ス受注に努めてまいりました。ビッグデータ関連事業におきましては、既存顧客における他部署からの受注やご紹介

等により安定的に受注件数を伸ばすことができました。サービス企画開発事業におきましては、HPからのお問合わせ

や紹介等により顧客接点が増え、その結果として受注件数が増加しております。その結果、売上高は1,997百万円（前

年同期比46.4％増）となりました。

利益面におきましては、受注案件の増加に伴う外注費の増加がある一方、継続実施しているシステム投資の効果も

あり売上原価の削減及び適切な経費管理による販管費の抑制が功を奏し、営業利益551百万円（同35.8％増）、経常利

益559百万円（同37.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益324百万円（同21.6％増）となりました。

　

資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループは、運転資金及び投資資金は自己資本で賄う方針としており、十分な手元流動性を有しております。

運転資金需要の主なものは、業務委託先への外注費支払や従業員への給与支払い等であります。投資目的需要の主な

ものは、社内システム構築にかかるソフトウェア取得等であります。

 

EDINET提出書類

株式会社ダブルスタンダード(E31957)

訂正有価証券報告書

3/3


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第２事業の状況


	３経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

